







































































も早く伊豆沖に現れ、7 隻の艦隊が 1854 年 2 月 13 日（嘉永 7 年 1 月 16 日）に江戸湾（金沢








義、目付・鵜殿長鋭の四名が担った。交渉は 1854 年 3 月 4 日（嘉永 7 年 2 月 6 日）から 10
日間に渡り、交渉会議回数は 4 回に及んだ。 
その結果、1854 年 3 月 31 日（嘉永 7 年 3 月 3 日）に日米和親条約が締結され、 幕府は名実
共に鎖国政策を撤廃させられた。 （注：嘉永 7 年は安政元年） 
十二箇条に及んだ条約の主な内容は、 
  ○下田・箱館の開港と薪水・食糧の供給 
  ○両港における遊歩区域の設定 
  ○外交官の下田駐在許可 




















1854 年（嘉永 7 年）に、幕府の回答を得るために再来日したアメリカ艦隊は、多量の贈物、
機関車（客車、線路、炭水車こみ）、電線付き電信機 2 台、絵画、書籍、酒類、日常品等、当
時のアメリカを浮き彫りさせる品々を持参し 1854 年 3 月 13 日、アメリカ艦隊海兵隊一個中隊
の輸送船のボート 27 隻で贈物を運び横浜の海岸に陸揚げし、軍楽隊と共に上陸して、日本の皇
帝、幕府高官に、このような多種多様の贈物を献上または贈与した。横浜村に陸揚げされた贈

























































































（左）1 神奈川県立歴史博物館 （中）2 日米和親条約調印の地 碑 （右）3 横浜開港資料館 
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1869 年（明治 2 年）10 月 23 日に横浜電信局（横浜裁判所）と東京築地東京電信局（東京傅
信機役所）を結ぶ約 32km に電柱 593 本の電信線架設工事が行われ 12 月 25 日から我が国初め
ての公衆電気通信業務を開始している。この 10 月 23 日は、「電気通信記念日（現在は電信電
話記念日）」となっている。 
 
アメリカでは 1832 年にモールスがモールス符号を発明以来、1837 年にはモ－ルス符号によ











オリジナルは 1997 年（平成 9 年）6 月に国の重要文化財に指定された。 
このレプリカを、NTT から譲り (*)受けて国立大学法人電気通信大学 UEC コミュニケーシ
ョン・ミュージアムに展示してある。 
 











とができた。しかし、ブレゲ指字電信機には、1 秒間に 5～6 文字程度しか送れない、通信線の
敷設に多額な費用がかかるなどの欠点があったため、モールス信号へと置き換わっていった。 
 














・「ペリー提督日本遠征日記」(*3) M.C.ペリー   木原悦子訳 
・「亜墨理駕船渡来日記」（横浜貿易新聞から）(*1)(*4)   西川武臣 
・「横浜の通になる」   横浜通養成講座 
・「横浜船と港ものがたり」   宮野力哉 
・「横浜今昔散歩」(*7)   原島広至 
・伝記 ペリー提督の日本開国(*2)   サミエル・エリオット・モリソン 座本勝之訳 




























2015 年 11 月 30 日 















また、電信柱と電信柱の間は実測した者はいなかったようで 20 間との記録もあり 60 間との
記録もある。いずれにしても均一ではない。また応接所から洲干辨天社までの間は直線で約
700m 程であるが、資料によっては町の単位と丁の単位が使われており換算すると約 600m か
ら 900m の資料があり、さらに直線ではなかった記録もある。 
 
 
電線部分拡大図 
